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2021.1.1 元 旦 礼 拝 順 序
司会・原牧師、奏楽・渡辺静姉 

前 奏 （静まり・黙祷） 

礼拝招詞 ヨハネの福音書１０章９節～１６節 司会者 

賛 美 ５０４「偉大なみ神の」 会 衆 

信仰告白 使徒信条（裏面参照） 〃 

祈 祷 原牧師 

こども賛美 「賛美・主・ハレルヤ」 会 衆 

宣教導入 原牧師 

聖書交読 詩篇１００篇１節～５節 会 衆 

宣 教 「主を仰ぐ門出」 原牧師 

賛 美 ３０３「かいぬしわが主よ」 会 衆 

報告歓迎 司会者 

献 金 会 衆 

感謝祈祷  会衆代表 

こども賛美 「見つめつづけます」 会 衆 

○主の祈り （裏面参照） 〃 

○頌 栄 ２１５「いと高きところに栄光が」 〃 

○祝 祷 原牧師 

○後 奏 

○はご起立ください。（健康的な弱さを覚える時は、どうぞお座りください）

【報告・お知らせ】 

☆新年あけましておめでとうございます。年の始まりを、礼拝で共に迎え
ることのできた恵みを感謝します。本年も、どうぞよろしくお願いいた
します。 

☆新型コロナウイルス感染拡大の早期終息を祈りましょう。互いの健康が
守られるように祈り合いましょう。 

礼拝宣教ガイド 「主を仰ぐ門出」（詩篇１００篇） 

牧師：原 雅幸 

序）主の門で区切られる節目 

・元旦は、新しい一年の「門出」である。出て行くために、まず集めら

れ、「門」の内側で養われる必要がある。 

・神様は、この門の内側に「全地よ」とすべての人を招かれる。 

・私たちは全地の数十億人と共に、主にお会いしている。 

１）「主を喜ぶ」ことが、私たちを憩わせる 

・「喜びの声をあげよ！」…騒がしいくらいの元気の良さで、主に向か

って喜びを伝えること。 

・「主に仕える」…礼拝（神への奉仕）とは、主の存在を喜ぶこと。 

・「御前」＝「神の顔の前」…神は無表情ではない。輝く笑顔で私たち

の存在を喜んでくださる方。ここにたどり着くために、歌（音楽）が

助けになる。 

２）「主を知る」ことが、私たちを健やかにする 

・「知る」とは、知識だけでなく体験していくことが含まれる。 

・「主こそ神」→私たちは神ではない。神の仕事は主がしてくださる。 

・「主こそ神」→主は、養われる必要はない。私たちには必要がある。 

・「私たちは主のもの」→誰に頼るべきかを知る。遠慮はいらない。 

  →誰の声を聴くべきかを知る。 

・「私たちは主の民」→「私」ではなく「私たち」である。互いを主のも

のとして尊重する。主が羊飼いであり、それぞれが愛されていることを

知れば、私たちは比べ合いから解放される。 

３）「主に感謝」することが、私たちを幸いにする 

・どうして、私たちが主の牧場に入ることができたのか。 

・主の恵みはどうして途切れないのか。なぜ神は気まぐれでないのか。 

・何事も当然と思えば感謝はなくなり、不満ばかり募る。 

・すでに神がしてくださっている多くのことに目が開か 

れるなら、人生はすべて恩返しになる。 

結）基本に忠実に良い年を共に作ろう 

・日ごとに、主の門を出入りするのだと自覚しよう。 
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あけましておめでとうございます。 

今年もよろしくお願いします。 

全能の神の祝福が豊かにありますように。 

キ リ ス ト 教 

たんぽぽ教会 
〠183-0033 府中市分梅町3-67-2 ☎042-362-5678 

E-mail；tanpopo@church.ne.jp 

(日本福音キリスト教会連合） 

   牧 師 ： 原 雅幸 

信仰告白・使徒信条 

私は、天と地の創造主、全能の父である神を信じます。 

 私は、そのひとり子、私たちの主、イエス・キリストを信じます。

主は聖霊による受胎によって処女マリアから生まれ、ポンテオ・ピラ

トのもとで苦しみを受け、十字架につけられて死に、葬られ、よみに

下り、三日目に死者の中から復活し、天に上り、全能の父である神の

右の座に着かれました。そこから来て、生きている人と死んだ人とを

さばかれます。 

私は聖霊を信じます。私は聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の

赦し、からだの復活、永遠のいのちを信じます。  アーメン 

せい

定 期 集 会 の ご 案 内

家族一緒の主日礼拝 第1礼拝　午前10時～11時　　　
　　　　　　　　　　第2礼拝　午前11時15分～12時15分

　　分級(小学科、中学科)　各礼拝後に15分間行います。

聖書を読み 水曜日　午前10時30分～12時

　　祈る会 水曜日　午後７時30分～９時




